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D 133　　夜間睡眠中の温熱性代謝性反応と寝床内気候に与える寝袋わた素材の影響

　　　　　大阪信愛女学院短大　　川　端　厚　子

　　　　　奈良女子大､家政　　　　○登　倉　尋　実

　目的　夜間睡眠中のヒトの温熱性代謝性反応と寝床内気候に与える寝袋わた素材の差異

の影響を観察するごとを目的として下記のような実験を試みた。

　方法　供試寝袋：わた素材ダウンの寝袋（B )と*･ リエステルわたの寝袋( E )の二種

類を使用した。重量は工）は／ぶ3 0 9 , Bは/ 9 0 0 9 ,表および裏地は、ナイロン／0

0 %である。被験者：ぶ人の青年女子、年齢は｡Z/～｡2£才。体重はV-i,, 7～S7, 9 to。身長は、

/so, 0～／ぷw 。 気I象条件:。22:00に/S°o , 4,0% R. H／に調節された室を翌朝ぶ：（ﾌ∂にむけて

S°o,ぶ0%R. H.に変化させていく。測定項目：直腸温、皮膚温（全身＆･ヶ所）、酸素消費量、

寝床内温湿度Ｏ実験スケジa.―ル；被験者は2／：OOに実験室に入室し、排尿を済ませ、体重

測定し、直腸温センサーを自から装着したのち、シ、－ツのみの着衣で寝袋に入り、sケ所

の皮膚温センサーを皮膚へ固定し、寝床内温湿度測定センサーをｊケ所（側胸部、足背周

囲、。側胸部の寝袋わた内）にI固定した。安眠を助けるために了’グリル毛布を寝袋の上に掛

けヽ室内照度を薄明に保った。2£:00に毛布を静かにはがしたＯ酸素消費量は3θそ毎に測

定し、その他の測定項目は、／ひ%毎に連続測定した。朝ぷ：∂おこ実験を終了’したＯ

　結果(1)直腸温および平均皮膚温は、睡眠中一貫してＤ下でレベルが有意に低く保たれ

た。（2)寝床内湿度は、Ｊヶ所ともＥ下で高く維持された。(3）寝床内温度は、1）下で側胸部

は低く、側胸部寝袋わた内は、Ｄ下で高く保たれた。(4)酸素消費量は、実験後半において

Ｄ下で高く保たれた。

D 134 寝たきり老人用寝具への一提案

　　　　　　　安田女子短大　○楠　幹江 広大医衛生　奥田久徳

＜目的＞寝たきり老人の寝具を検討する際には、老人の睡眠の特徴を把握することが必要

となるが、報告された例は非常に少ない。本研究は、寝たきり老人の睡眠中の体動を記録

して、その特徴を把握しようとするものである。又、健常人との比較を試み、寝具のあり

方について検討を行った。

＜方法＞被験者は、特別養護老人ホーム入居中の男女各３名計6 名である。寝たきりの症

状は重く、常時臥床の状態にあ･つた。体動の測定は、各人の居室で行い、１時間あたりの

体動数、平均静止時間および最大静止時間を求めた。測定日は、１ ９ ８ 7 . 7 . 2 1～

8 .　２であり、時間は、日中９：　3 0 ~ 1 6：　0 0　夜間2 2：　0 0 ~ 8：　ＯＯであった。

尚、介護による体動は、被験者の体動とみなした。

＜結果＞1 ）1 時間あたりの体動数（夜間）は、1 .∠１回~ 7. 8 回、平均静止時間（夜

間）は、8 . 4分~ 6 6. 0 分、最大静止時間（夜間）は、5 3. 1分～2 １ 3 .　９分と

なった。2 ）健常人を､対象とした同季の夜間睡眠の実験結果と比較すると、1時間あたり

の体動数（夜間）は健常人の方が多く、平均静止時間（夜間）および最大静止時間（夜間）

は、老人の方が長い結果となった。3 ）以上の結果、寝たきり老人の体動は、健常人と比

較すると少ない傾向にあるが、皆無ではないことが判明した。しかし、最大静止時間は。

1 2 0分以上示す者もあり、このような老人に対しては、体圧分散を目的とした寝具の使

用が有効であると考えた。


